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四 半 期 報 告 書

１ 本書は四半期報告書を金融商品取引法第27条の30の２に規定する開

示用電子情報処理組織(EDINET)を使用し提出したデータに目次及び頁

を付して出力・印刷したものであります。

２ 本書には、上記の方法により提出した四半期報告書に添付された四

半期レビュー報告書及び上記の四半期報告書と同時に提出した確認書

を末尾に綴じ込んでおります。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第86期

第１四半期
連結累計期間

第87期
第１四半期
連結累計期間

第86期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 5,967,350 7,477,208 26,515,983

経常利益又は経常損失（△） (千円) △314,840 262,714 1,144,331

親会社株主に帰属する
四半期(当期）純利益又は
親会社株主に帰属する
四半期純損失（△）

(千円) △419,494 122,815 683,715

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △337,567 188,239 675,778

純資産額 (千円) 10,856,732 11,962,780 11,869,598

総資産額 (千円) 22,826,230 26,074,474 25,185,977

１株当たり四半期（当期）純利
益金額又は四半期純損失金額
（△）

(円) △26.62 7.80 43.39

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 47.6 45.9 47.1

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２ 売上高には、消費税等は含まれていません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載をしてい

ません。

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在していません。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の経済政策や日銀の金融緩和などを背景に、企業収益や

雇用環境の改善が続き、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、米国や欧州の政治動向や金融資本

市場の変動の影響など、海外経済が我が国の景気を下押しするリスクも依然として顕在しております。

このような経営環境のもと、当第１四半期連結累計期間の当社グループは、自動車部門では、国内軽・小型車が堅

調に推移し、また、建設機械部門においては、第4次排ガス規制車投入前の前倒し生産及び中国市場の回復が顕著と

なりました。以上の市場環境に加え、鋼材価格の上昇に伴う販売価格への反映もあり、売上は増加しました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は74億７千７百万円（前年同四半期比25.3%増）となりました。

部門別では、自動車部品は55億８千５百万円（前年同四半期比18.8%増）、建設機械部品は16億１百万円（前年同四

半期比62.0%増）、農業機械部品は１億５千２百万円（前年同四半期比9.0%減）、その他部品は１億３千７百万円

（前年同四半期比26.9%増）となりました。

　一方、損益面におきましては、売上の増加、グループを挙げての原価低減により、営業利益は２億７千５百万円

（前年同四半期比111.7％増）となり、経常利益は２億６千２百万円（前年同四半期は経常損失３億１千４百万

円）、親会社株主に帰属する四半期純利益は１億２千２百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損

失４億１千９百万円）となりました。
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(2)財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、総資産は、前連結会計年度末に比べ８億８千８百万円

増加し、260億７千４百万円となりました。

　資産の部では、流動資産は、現金及び預金が２億５千７百万円増加、電子記録債権が３億６百万円増加したこと

等により、前連結会計年度末に比べ６億円増加し、148億２千５百万円となり、また固定資産は前連結会計年度末に

比べ２億８千７百万円増加し、112億４千８百万円となりました。

　負債の部では、流動負債は、電子記録債務が３億８千６百万円増加、未払法人税等が２億９千９百万円減少、賞

与引当金が１億８千万円減少、その他に含まれている未払費用が４億２千９百万円増加したこと等により、前連結

会計年度末に比べ８億１千２百万円増加し、132億７千４百万円となり、固定負債は、長期借入金が返済により１千

８百万円減少したこと等により前連結会計年度末に比べ１千７百万円減少し、８億３千６百万円となりました。

　純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益１億２千２百万円の計上による増加、剰余金の配当による９千４

百万円の減少等により、前連結会計年度末に比べ９千３百万円増加し、119億６千２百万円となりました。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

(4）研究開発活動

研究開発費発生額については、現状、費用区分が困難なため、算出していません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,786,910 15,786,910
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株であります。

計 15,786,910 15,786,910 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年６月30日 ─ 15,786,910 ─ 2,143,486 ─ 1,641,063

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 30,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 15,726,000 15,726 ―

単元未満株式 普通株式 30,910 ― ―

発行済株式総数 　15,786,910 ― ―

総株主の議決権 ― 15,726 ―

(注) １ 「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれています。

また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれています。

２ 「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式650株が含まれています。

３ 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてい

ます。

② 【自己株式等】

平成29年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
㈱メタルアート

草津市野路三丁目２番18号 30,000 ― 30,000 0.19

計 ― 30,000 ― 30,000 0.19

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しています。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、PｗCあらた有限責任監査法人により四半期レビューを受けています。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,035,173 3,292,695

受取手形及び売掛金 3,787,892 3,809,979

電子記録債権 2,748,452 3,054,616

製品 348,335 396,379

仕掛品 1,316,065 1,165,253

原材料及び貯蔵品 2,366,658 2,414,989

その他 622,813 692,008

流動資産合計 14,225,391 14,825,921

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,587,725 2,832,942

機械装置及び運搬具（純額） 4,481,626 4,757,428

土地 2,609,258 2,609,330

その他（純額） 790,803 552,280

有形固定資産合計 10,469,413 10,751,981

無形固定資産 58,353 54,039

投資その他の資産

投資有価証券 163,179 172,009

その他 278,768 279,652

貸倒引当金 △9,130 △9,130

投資その他の資産合計 432,818 442,532

固定資産合計 10,960,585 11,248,552

資産合計 25,185,977 26,074,474

負債の部

流動負債

買掛金 2,602,724 2,661,939

電子記録債務 4,320,705 4,707,101

短期借入金 3,602,000 3,572,000

未払法人税等 419,764 120,499

賞与引当金 367,212 186,902

役員賞与引当金 13,000 3,300

その他 1,136,651 2,023,168

流動負債合計 12,462,058 13,274,910

固定負債

長期借入金 176,000 158,000

退職給付に係る負債 483,615 491,333

役員退職慰労引当金 115,300 108,777

資産除去債務 25,915 25,940

その他 53,489 52,733

固定負債合計 854,320 836,784

負債合計 13,316,378 14,111,694
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,143,486 2,143,486

資本剰余金 1,641,063 1,641,063

利益剰余金 8,161,917 8,189,945

自己株式 △9,453 △9,723

株主資本合計 11,937,014 11,964,772

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 57,848 64,295

為替換算調整勘定 △44,218 13,446

退職給付に係る調整累計額 △81,046 △79,733

その他の包括利益累計額合計 △67,416 △1,992

非支配株主持分 ― ―

純資産合計 11,869,598 11,962,780

負債純資産合計 25,185,977 26,074,474
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 5,967,350 7,477,208

売上原価 5,427,028 6,758,310

売上総利益 540,321 718,897

販売費及び一般管理費 410,433 443,864

営業利益 129,888 275,033

営業外収益

受取利息 808 1,711

受取配当金 1,650 2,335

受取ロイヤリティー 1,747 1,868

債務勘定整理益 4,676 33,691

その他 12,547 10,732

営業外収益合計 21,431 50,339

営業外費用

支払利息 3,316 3,019

為替差損 462,627 56,215

その他 215 3,423

営業外費用合計 466,159 62,658

経常利益又は経常損失（△） △314,840 262,714

特別損失

固定資産処分損 14,111 30,013

特別損失合計 14,111 30,013

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△328,952 232,700

法人税等 90,542 109,885

四半期純利益又は四半期純損失（△） △419,494 122,815

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△419,494 122,815
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △419,494 122,815

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △9,466 6,446

為替換算調整勘定 89,699 57,665

退職給付に係る調整額 1,695 1,313

その他の包括利益合計 81,927 65,424

四半期包括利益 △337,567 188,239

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △337,567 188,239

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

（会計方針の変更等）

該当事項はありません。

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１ 税金費用の計算 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

減価償却費 277,952千円 291,896千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年6月29日
定時株主総会

普通株式 78,790 5 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年6月27日
定時株主総会

普通株式 94,537 ６ 平成29年３月31日 平成29年６月28日 利益剰余金

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年6月30日)

当社及び連結子会社は、鍛工品製造販売の単一セグメントであるため、記載を省略しています。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年6月30日)

当社及び連結子会社は、鍛工品製造販売の単一セグメントであるため、記載を省略しています。

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額
　又は四半期純損失金額（△）

△26円62銭 ７円80銭

(算定上の基礎)

　親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は
　親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）（千円）

△419,494 122,815

普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
　四半期純利益金額又は
　親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）（千円）

△419,494 122,815

普通株式の期中平均株式数(千株) 15,758 15,755

　（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していません。

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成29年８月10日

株式会社メタルアート

取締役会 御中

PｗCあらた有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 田 邊 晴 康

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 加 藤 真 美

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社メタル

アートの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成29年４月１日から

平成29年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社メタルアート及び連結子会社の平成29年６月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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【表紙】

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 近畿財務局長

【提出日】 平成29年８月10日

【会社名】 株式会社メタルアート

【英訳名】 ＭＥＴＡＬＡＲＴ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 多田 修

【最高財務責任者の役職氏名】 　該当事項はありません。

【本店の所在の場所】 滋賀県草津市野路三丁目２番18号

【縦覧に供する場所】 　株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）
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１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

当社代表取締役社長多田修は、当社の第87期第１四半期（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）の四半

期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしました。

　

２ 【特記事項】

確認に当たり、特記すべき事項はありません。
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宝印刷株式会社印刷
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